
地球の大きさが知りたい・・・ 学び続けることとは

伊能忠敬 に学ぶ 校長 永野 俊也

歴史上好きな人物は？と問われると私の場合、岩手県の遠野に伝わる伝承を記録（座敷童や
雪女等々いっぱいでてきます）した遠野物語で有名な柳田國男（日本民俗学の祖と言われます）
の他、正確な日本全図を作成した 伊能忠敬 ([いのうただたか]この人→) が思い浮かびます。
ちょっと地味？と思われるかもしれませんが、今月はそんな忠敬さんと学びについてのお話です。
１月の全校集会で、“今年の４月からは中学校の教員に復帰だなぁ～”と思い、子供たちに、「私

が中学校の教員に戻ったらこんな感じです」と驚かないように前置きをして、次のように投げかけてみました。
「あなたたちは、みんなが島立ちするから、自分もなんとなく島立ちするものだと思ってないか？ それは
違う。島立ちは、義務教育を終えて、まだまだ勉強したい。自分の将来のためにもっと学びたいという自ら
の強い意思で、学びのために父さん母さんに大きな経済的な負担をしてもらいはじめて実現する選択肢だ。
勉強したくなかったら働けばいい。それも立派な選択肢だ。」口調はこの文よりもっときつかったと思います。
多くの子供たちが目をパチクリさせながら聞いていましたが、６年生の中にはうなずきながら聞いている子も
いました。鍛えてこそ教育 これは中学教諭時代の私の信念です。ただこれは誤解を招きやすい。鍛える前
に、子供たちが、「学びたい」とか「今はとにかく勉強しないと…」と学びのスイッチをON にすること。こ
れが前提であり、そこに教師としての力量が問われると思っています。ぎらぎらとしたオーラをまとい担任と
して子供たちの前に立てるよう、そろそろ準備を始めていこうと思います。
学びについて、忠敬に話を移しましょう。忠敬は、江戸時代後半(1745年)現在の千葉県九十九里町の貧し

い商家の末っ子として生まれ、貧しい中、とにかく勉強に励みました。そしてその勤勉な姿を認められ、15
歳という若さで土地改良土木工事の現場監督をまかされ、まったく経験のない中、大人たちを相手にその職
責を全うしました。この時、測量の基礎を身につけたと言われています。そして地域の名家伊能家の婿養子
に17歳で迎えられますが、この伊能家、長く当主不在であったため家計は火の車で、多くの事業を手がけ
ている全てを忠敬は立て直しをすることになります。途中天明の大飢饉にも襲われますが、忠敬は村民に米
を配るなどして、餓死者を一人も出さないなどその手腕を発揮します。そして家を立て直し、ようやく隠居が
認められ好きな天文暦学に集中できるようになったのは50歳になってからです。19歳も年下の幕府天文方の
トップ髙橋至時(よしとき)に弟子入りし、めきめきと頭角を現わします。この師弟のもっぱらのテーマは、「地
球の正確な大きさを知る」ことでした。当時の暦は、日食や月食のタイミングをはずす等不正確であったの
で改暦の作業が不可欠でした。そのために地球の正確な大きさを知る必要があったのです。南極と北極を
結ぶ子午線弧（緯度）１度の距離がわかれば×360で地球の全周がわかる。そのためには、なるべく長い
距離を計測しなければ…、そのような折、蝦夷地（北海道）にロシア船が姿を現わすようになります。幕府
は国土を把握するため蝦夷地の測量が急務となり、忠敬に白羽の矢を立てます。以来18年10次に渡る日本
全土の測量の旅が始まります。55歳を過ぎてから地球一周を上回る約４万キロを歩き、既に２次調査の時に
は、子午線弧１度は28.2里(現在値との誤差0.2％)という当時の科学値の最先端を割り出した忠敬。そうして
次は、「この国の正確な姿が知りたい。」と愚直なまでに学び、行動に移し続けた忠敬。そういう姿に、私は
ロマンを感じ、学び続けることの大切さを学ばせてもらっています。
子供たちは、今島立ちに向け、学びにより巣立つ基礎力を身につけようとしています。そして一人一人、

一生涯を通し学んでいきたいというテーマをつかみ、大きく羽ばたいていってほしい。そう思います。
どうか大きな夢をつかめますように ！
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今月の付録
甑島の未来に 思いを巡らす 甑島博物館 歴史・民俗伝承館 が もし、里にできたら 祝 甑島国定公園10周年！（最終回）

甑島博物館 歴史・民俗伝承館（仮）の使命[ミッション]

甑島のすべての人、生き物、大地と海が生み出し、残し託してくれた、甑島
ならではの自然・歴史・民俗・文化に関わる遺産を、私たちの大切な宝物と
して未来へとつなぎ、語り伝えることをとおして、島民・市民が甑島を知り、誇
りを確認する場であり続けます。

甑島国定公園という豊かな自然環境のなか、訪れた方々に甑島の自然・歴
史・民俗・文化を総合的に体感していただくとともに、知的発見、癒しとくつろ
ぎ、世代を超えた語り合いや出会いを、おもてなしの心で提供し、島民・市民
に愛される博物館であり続けます。

甑島の玄関口である博物館として、島内の甑ミュージアム や各資料館など
との連携により、甑島再発見のための知のネットワークを築き上げるとともに、
甑島の自然・歴史・民俗・文化に関する身近な相談窓口として、島民・市民
の「知りたい」という気持ちに応えます。

甑島の自然・歴史・民俗・文化に関する総合的な研究機関として、甑島の
国際化・文化力の向上や、持続可能な調和社会の構築をめざして、積極的な
ビジョンの立案・提言に務め、島民・市民の豊かな暮らしづくりと甑島の未来
づくりに貢献します。
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